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１ 本事業における社会的背景と事業主旨 

 国立市社会福祉協議会（以下くにたち社協、という）は、2014年からコミュニティソー

シャルワーカー（以下、CSW）を配置しました。市内で様々な地域福祉サービスを必要と

している方は増えています。困っているのに［助けて］の声を上げることが難しい方、既存

の福祉サービスの対象にはならずに孤立している方等、制度の狭間にいる方々の問題解決へ

の支援を行っていく専門職、それが CSWの役割の一つであると言えます。 

 制度の狭間の課題の一つである「ひきこもり」の課題にも CSWは地域で多くの相談を受

けてきました。実際にひきこもり状態にある方やそのご家族の声を受け、2017 年度から

相談の場を設け、2018年度に「ひきこもり家族会 ここから」を開始しました。「ここか

ら」では、ひきこもり当事者を支援するために、「家族が元気になる」ことを目標に運営し

ています。この家族会には、徐々に当事者達も参加するようになり、自分たちの実体験や気

持ちを教えてくれるようになりました。 

 2019 年度からは、「ひきこもり等生きづらさを抱える方たちの居場所 からふらっと」

が立ち上がり、会を運営する中で、「社会と関わりたい」「自分たちなりのやり方で地域に貢

献したい」というニーズが生まれてきました。 

時を同じくして、くにたち社協と関わりのある農家の方から「高齢になってきたことで農

地の管理が難しくなった。くにたち社協でなにか役立ててもらえないか」という申し出をい

ただきました。生産緑地の 2022 年問題とも呼ばれるもので、実際に耕作地として活用さ

れていない生産緑地は指定を更新できなくなります。 

当事者の方の地域貢献の気持ち、生産緑地問題、そしてソーシャルファームを目指して、

本事業をはじめました。 
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2 事業の内容と実績 

■農園事業 

実施日：原則毎週木曜日午前 

実施内容：当事者や地域のボランティアの方と一緒に、じゃがいも・きゅうり・トマト・人

参・大根・白菜などを育て、販売しました。 

じゃがいもは、ひとり親家庭応援パックに同封し、ひとり親家庭へ食の応援を行いました。 

 

事業実績 

 実施回数 参加人数 販売金額 

農園作業 40回 のべ139人  

農作物の販売 14回 45,692円  

 

 

■生活困窮者就労準備支援事業への協力 

実施日：毎月第 2・4水曜日午後 

内容：国立市の生活困窮者就労準備支援事業を受託実施する「認定 NPO法人育て上げネッ

ト」のプログラムに「農園プログラム」を企画し、連携して実施しました。 

参加者は、就労準備支援事業の利用を市に申し込みしている方。 

農作業のほか、農園の入り口作りや垣根を刈るなど、農園の整備もプログラムの一環として

実施しました。 

 

事業実績 

実施回数： 11回  参加者数： のべ 34人 
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■農園整備 

事業を実施する農地は、倉庫や休憩できるスペース、水道、電気などが全くない敷地のた

め、農具や資材等を収納するための倉庫や、車両が出入りしても敷地外に泥を持ち出さない

よう整備された駐車スペース、日差しを防げる休憩所などを整備することが必要でした。 

 遊休地となっている生産緑地の活用に実績のある株式会社アグリメディアに依頼し、倉庫

の新設、垣根を伐根し出入り口の整備、駐車スペースの転圧、境界ネット、雨水タンク設置

等を行いました。その他の資材置き場や休憩スペース等は、くにたち社協職員と参加者で力

を合わせ現在も少しずつ整備し続けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

垣根を伐根し新設した出入り口 

（株式会社アグリメディアにより） 

資材置き場の新設 

（当事者と社協職員により） 

新設した倉庫 

（株式会社アグリメディアにより） 

残渣置場の新設（当事者と社協職員により） 
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●株式会社アグリメディアによる整備計画  
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●2022年 3月現在の状況 
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3 事業写真 

■活動記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←収穫した野菜を調理 

（ミニトマトピューレ作り） 

収穫野菜の販売↓ 
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←絹さやエンドウのための支柱立て 

長ネギの植え付け↓ サニーレタスの種まき（苗作り）↓ 

↓春夏野菜の苗を育てる「踏み込み温床作り」↓ 


